
伝え方の技術は複合的に！	 ストーリーが心を動かす！	
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	 2011 年に福島第一原発事故が起きて、早くも 10 年になろうとしている。原発事故は残酷で、

目にも見えない、臭いもしない「放射性物質」のせいで、一瞬にして故郷を失わされることにな

る。災害の中でも、大変に特殊なものだ。火事なら火事場が見え、煙の流れる方向で危険を察知

し、どこに水をかければよいのか、どれくらい火の回りが早いか目に見えて対処の方法がわかる

が、原発事故はそうはいかない。ましてや、火事なら火が消えれば現場に近づくことも可能だが、

それも不可能だ。	

	 これらの事故に対して、意見や主張を展開しようとする時、最初は「怒り」のエネルギーでの

頑張り、次に避難者や被災者、現地に住む人々などへの「悲しみ」による寄り添いや連帯による

エネルギーと続くが、その先では誰もが圧倒的に「知識」不足の壁にぶつかるであろう。まず、

ここでひとまず踏ん張ってもらいたい。「知識」という武器を携えることなしに、他人もしくは行

政の担当者に原発事故のことを適切に伝えるのは至難の業だ。勉強はツラいがこの認識を持つこ

とが重要である。冒頭で述べたように、目にも見えない、臭いもしない「放射性物質」のことを

語り合うのに、「知識」を総動員して相手の「想像力」を掻き立てなければ、多くは徒労に終わる

からだ。	

	

■心を動かした『「図説」17 都県放射能測定マップ＋読み解き集』	

	

	 2014～2017 年にかけて行なった「東日本土壌ベクレル測定プロジェクト」を通して、のべ 4,000

人の力を借りて、17 都県 3,400 ヶ所の土壌採取・測定を行なって、その結果を WEB に掲載した。

WEB でこのような膨大なデータを公開できたのは、非常に幸運なことだった。データサイト設立

時よりポリシーにしてきた「データの集積」という目的のためデータのみを公開して来たが、そ

れでは多くの一般市民にとって解釈が難しく、数値の持つ意味を周知させることが難しかった。

書籍化を議論する中で、データに解釈を加えることが、団体やデータの独立性を損なわないか？

長い時間をかけて議論した結果、事実に基づき解釈することにポリシーとの矛盾はないとして、

『「図説」17 都県放射能測定マップ＋読み解き集』（以下、マップ集）出版を決意した。	 	

そして、この書籍が 18,000 冊もの発行（2019 年 12 月）となった

ことで、私達はようやく「知識」としての武器を、多くの市民に持

って頂いたことを実感したのである。この書籍が高額であるにも関

わらずこれほどまでに多くの方に支持して頂けたのは、データとし

ての内容だけでなく、ここに至るまでのストーリー、みんなのデー

タサイトが全国の食品測定データの結合からスタートしたこと、国

がやらない 17 都県の土壌測定に市民の力で着手したこと、それが

200 ページオールカラーで独創的なページ構成の書籍となったこと

など、様々な点が多くの人々の心を動かしたからだろうと推察され

る。	

	 市民活動とは、すなわち人の心を動かしてひとりでも多くの仲間を得ることと考えるので、そ



こには戦略が必要だ。みんなのデータサイトは、あえてアクティビストにはならず、「測定データ」

を中心に据えた市民科学的アプローチで、情報＝事実＝エビデンスを届けることを目的としてい

る。これまでにない活動形態だと考えている。そして、この形態により新たな考え方を提供でき

るのではないかと考える。つまり「冷静に事実で述べる・説明する」という手法である。もちろ

ん、静かな怒りや悲しみの思いはどのメンバーにもあるが、事実を積み上げ届けることに集中し

た。そして、データの活用方法については、見る側・使う側に任せる手法を取ったことで、デー

タをハブとして様々な市民活動と連携の手を結ぶことが可能となったのである。これは、非常に

大きな成果だった。	

	

■市民活動は伝え方が一番！	

	

	 どんなに良い活動でも、伝え方がマズいと伝わらない。みんなのデータサイトでは、分業体制

を敷いて告知活動に力を入れている。マップ集をつくるのに、市民活動においてのマスであるパ

ソコンを使えない中高年が見ていないということがわかったこともきっかけとして大きかった。

この状況に気づいてから、事務局メンバーで「広告戦略」について学ぶ機会を持ち、意識が変わ

ったように思う。	

	 何気なく書いているように見える Facebook の記事は、プロのライターにも協力をお願いし、一

言一句を 3 人体制でチェックしている。最初の 3 行で重要なことを、短い表現でいかに簡潔に伝

えられるかをとことん吟味するのだ。Twitter は短文なので、それに見合う使い方を別の担当者

にお願いし使い分けている。また、チラシを始めとした紙媒体もプロのイラストレーターの方に

お願いして、統一的なデザインやテーマカラーを使って、データサイトの認知がされやすいよう

心がけている。餅は餅屋で、得意な事を適切な人にお願いするという形を取ることで、リーチを

広げることが出来る。手に取りたい、行ってみたいと思わせる力がなければ、活動の領域を広げ

ることは出来ないのだ。	

	 東日本土壌ベクレル測定プロジェクト実施の際に、統一的な採取方法を周知徹底するためにコ

ミック版（マンガ）による採取マニュアル「虎の巻」を作成した。これも、当初は文書や動画で

告知をしていたが、まったく採取が広がっていかない様子を見て、思い切って軌道修正を行なっ

たものだ。市民活動には正解はないので、違うと思ったら変更するチャンスを逃さず、勇気をも

って違った道を模索することが必要だということを示した一例である。	

	

■息づかいを伝えるアナログと、デジタルの活用	

	

	 「みんなのデータサイト」は、作り手も「みんな」、使い手も「みんな」と読み込める、素晴ら

しい団体名だと自負している。だから、この名前にウソがないように、みんなで作り、事実をみ

んなに届けることに注力しなければならないと考えている。本を作ったらおしまいではない。	

	 WEB や書籍という作り手の顔が見えない関係では、実は内容はなかなか届かない。ひとりで内

容が読み解ける勉強熱心な方は別として、どんな人がこれをつくり、何を思ってこれを届けよう

としているのかという息づかいが伝わることで、読み手の理解が得られるのだ。	

	 データサイトでは、『「図説」17 都県放射能測定マップ＋読み解き集』を使った読み解き講座を



積極的に行なっている。大人数ではなかなか聞けない質問などもできる少人数の講座が人気だ。

知識を蓄えてもらい、継続的に活動を行なえる人材をひとりでも多く増やすには、地道だがこの

方法が重要だ。また、各地のイベントにマップ集販売で訪れ、声がけをしながら知って頂く努力

も続けている。	

	 一方、市民活動でいつの世でも言われる「若い人に伝わらない」問題では、デジタルの活用が

必須である。データサイトの WEB では、インターフェースに力を入れ、土壌では各地のセシウム

134 と 137 の数値をクリックで見ることができたり、年代や場所を簡単に検索出来たり、また食

品では、品目や産地、数値や期間など掛け合わせ検索ができる設計となっている。コミュニケー

ションが苦手な世代が自ら使えるツールを提供している形だ。伝わらないと嘆く前に、世代に通

ずる伝え方を模索する必要がある。現在も途上である。	

	

■「助けてください！」を上手に伝える	

	

	 どんなに頑張ってもうまくいかない時がある。そんな時は、内部

のリソースだけに頼らず、外部に素直に助けを求めることで思わぬ

道が開けることがある。英語版ダイジェスト作成が、その例だ。た

だでさえ難しい放射能汚染の内容を、ネイティブな英語で作成する

ことはハードルが高かった。そんな時、率直にその声を届けたこと

で、北米の反核活動をしている方からバイリンガルチームを結成で

きることが知らされ、“CITIZENS’	RADIATION	DATA	MAP	OF	JAPAN”

作成へと漕ぎ着けられたのである。意固地にならず、上手に様々な

人の助けを得ることが、活動展開の道を開くカギになることがある。

この英語版の作成をきっかけとして、現在世界に約 1,000 冊の英語

版ダイジェストを届けられることとなった。	

	

■インフォグラフィックによる可視化	

	

	 文字や言葉で伝える以外に、見たらわかるものをつくる手法は、放射能が見えないがゆえ大き

な力となる。みんなのデータサイトは、それで評価を頂けていると言っても過言ではない。以下

はその例である。今後もわかりやすい見える化に努めていきたい。	

	


